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▽横須賀中央　安田　雅子　（美容室キャンドルテール）

永
年
勤
続
従
業
員

永永
年年
勤
続続
従従従従
業業業
員員

総代会出席者（総代・理事・監事）

ＫＢＫ中野利彦理事長の挨拶

組合加入組合加入（５月15日まで）

６月１日現在 組合員数 1,201名

　

Ｋ
Ｂ
Ｋ
（
中
野
利
彦
理
事

長
）
の
令
和
７
年
通
常
総
代

会
が
５
月
27
日
（
火
）
横
浜

市
開
港
記
念
会
館
に
お
い
て

（
議
長
団
／
白
水
秀
毅
、村
田

禎
爾
、八
木
保
信
）
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
次
の
議
案
が

上
程
さ
れ
、承
認
し
ま
し
た
。

▽
第
一
号
議
案
：
役
員
・
総

代
変
更
承
認
に
関
す
る
件

▽
第
二
号
議
案
：
令
和
六
年

度
事
業
報
告
承
認
に
関
す

る
件

▽
第
三
号
議
案
：
令
和
六
年

度
決
算
報
告
承
認
に
関
す

る
件

▽
第
四
号
議
案
：
剰
余
金
処

分
に
関
す
る
件

▽
第
五
号
議
案
：
令
和
六
年

度
決
算
監
査
報
告
に
関
す

る
件

▽
第
六
号
議
案
：
令
和
七
年

度
事
業
計
画
案
承
認
に
関

す
る
件

▽
第
七
号
議
案
：
令
和
七
年

度
予
算
案
承
認
に
関
す
る

件
▽
第
八
号
議
案
：
令
和
七
年

度
借
入
金
限
度
額
に
関
す

る
件

▽
第
九
号
議
案
：
振
興
計
画

の
変
更
認
定
申
請
に
関
す

ＫＢＫ総代会で各議案承認

Ｋ
Ｂ
Ｋ
事
務
長
の

渡
辺
さ
ん
ご
退
職

次代へつなぐ
 美容業界の未来像を描く 

　

Ｋ
Ｂ
Ｋ
は
５
月
27
日
、
総

代
会
に
先
立
ち
功
労
の
あ
っ

た
組
合
員
に
対
し
次
の
各
種

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

▽
全
日
本
美
容
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
理

事
長
表
彰　

小
松
広
明

（
横
浜
）、中
田
浩
司（
川

崎
）、髙
橋
勉
（
県
南
）、

菊
地
悦
子
（
県
央
）
＝

写
真
①

　

▽
東
京
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

美
容
協
議
会
会
長
表
彰

荒
井
清
隆
（
横
浜
）、

中
田
浩
司
（
川
崎
）、

久
保
寺
有
紀
（
湘
南
）、

中
島
正
雄
（
県
央
）
＝

写
真
②

　

▽
神
奈
川
県
美
容
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
理
事
長

表
彰　

吉
川
礼
子
（
横

浜
）、山
本
健
太
郎
（
川

崎
）、
桜
井
禮
子
（
県

南
）、
金
子
清
美
（
県

南
）、井
出
真
太
郎
（
湘

南
）、寺
門
文
江（
県
央
）

＝
写
真
③

る
件

　

又
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
か
ら

訪
問
美
容

ポ
ス
タ
ー

の
配
布
と

会
員
募
集

に
つ
い
て

呼
び
か
け

ら
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、

訪
問
美
容

は
疾
病
等

に
よ
り
サ

ロ
ン
に
来

ら
れ
な
い

方
を
対
象

と
し
て
い

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
を
通
じ
、
組
合
の

結
束
と
将
来
へ
の
指
針
が
再

確
認
さ
れ
、
美
容
業
界
が
直

面
す
る
課
題
に
対
し
て
は
、

柔
軟
な
発
想
と
確
か
な
技
術

で
応
え
る
決
意
が
改
め
て
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
理
事
・
葉
山
理
事
が

退
任
。

　

山
本
政
幸
理
事
退
任
・
引

地
和
隆
さ
ん
就
任
（
大
和
）。

葉
山
喜
義
理
事
退
任
・
渡
来

昇
さ
ん
就
任
（
厚
木
）。

　

監
事
に
小
橋
テ
ル
子
さ
ん

就
任
（
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

総
代
会
に
先
立
ち
、
22
年

間
の
お
勤
め
を
終
え
る
事
と

な
る
Ｋ
Ｂ
Ｋ
渡
辺
事
務
長
へ

中
野
理
事
長
よ
り
感
謝
の
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

名
に
全
美
連
表
彰
な
ど

13

①右から菊地、髙橋、上條（代理）、中田さん

②右から中島、久保寺、中田、荒井さん

③右から中島（代理）、井出、松尾（代理）、
　鈴木（代理）、吉川、金子さん

花束を受けとる渡辺事務長
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松本 勝代　川崎田島・マツモト美容室

●作品募集　ヘアスタイル画、絵、書、
風景、花、ペット、造型作品の写真など。
掲載は墨一色。ＫＢＫ広報部まで随時。

ｍｙアート
「挑戦」

も
に
鑑
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
素
敵
な
ピ
ア
ノ

演
奏
も
披
露
さ
れ
、
心
温
ま

る
有
意
義
な
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　

創
立
時
よ
り
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
会
員
の
皆
様
の
想
い

を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
志
を
次

世
代
へ
と
つ
な
ぎ
な
が
ら
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

川
崎
市
美
容
連
絡
協
議
会

総
務　

田
口
美
香

　

川
崎
市
美
容
連
絡
協
議

会
（
鈴
木
健
一
会
長
）
で

は
、
４
月
15
日
（
火
）
て

く
の
か
わ
さ
き
に
て
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
川
崎
市
美
容

連
合
会
を
経
て
昭
和
50
年

に
川
崎
市
美
容
連
絡
協
議

会
が
発
足
し
て
か
ら
、
今

年
で
50
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で

は
、
川
崎
市
よ
り
表
彰
を

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
応
援

で
き
る
と
し
た
ら
―
―
」

　

そ
ん
な
想
い
か
ら
始
ま
っ

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ッ
ト
イ

ベ
ン
ト
も
、
今
年
で
第
25
回

を
迎
え
ま
す
。

　

８
月
５
日
（
火
）、「
て
く

の
か
わ
さ
き
」（
溝
の
口
）

に
て
開
催
予
定
で
す
。

　

現
在
、
カ
ッ
ト
・
眉
カ
ッ

ト
・
ネ
イ
ル
等
で
ご
協
力
い

た
だ
け
る
美
容
師
の
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

賜
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歴
代
の
先
輩
方
に

よ
る
活
動
の
記
録
写
真
も
多

数
展
示
さ
れ
、
50
年
と
い
う

長
い
歴
史
と
想
い
が
詰
ま
っ

た
時
間
を
振
り
返
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
を

も
と
に
、
遊
馬
さ
ん
（
田
島

支
部
）
と
田
口
さ
ん
（
大
師

支
部
）
の
手
に
よ
っ
て
記
念

映
像
が
制
作
さ
れ
、
来
賓
の

皆
様
や
ご
出
席
の
皆
様
と
と

　

イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
は
、

現
場
で
支
え
る
美
容
師
の
皆

様
の
お
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
「
社
会
貢
献
に
興
味
は
あ

る
け
れ
ど
、
何
か
ら
始
め
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

　
「
い
つ
も
の
技
術
」
で
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
私
た

ち
と
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

主
催
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｃ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｙ
と
Ｒ
ｉ
ｂ
ｉ

ｎ
ｅ
ｔ
。（
プ
リ
ッ
ク　

ジ

ャ
パ
ン　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
＆

リ
ビ
ネ
ッ
ト
）

　

川
崎
（
多
摩
・
麻
生
・
高

津
・
宮
前
）
と
横
浜
（
青
葉
）

の
組
合
員
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
４
校
、
ネ
パ
ー
ル
に
１
校

の
小
学
校
校
舎
を
支
援
し
、

今
年
４
月
に
は
、
６
校
目
と

な
る
校
舎
建
設
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

詳
細
・
お
申
し
込
み
・
活

動
報
告
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。
又

は
お
近
く
の
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く

　
「
自
分
た
ち
の
技
術
で
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ッ
ト
８
月
５
日
開
催

協
力
美
容
師
募
集
の
お
願
い

川崎市美容連絡協議会

県
講
師
会

秦
野
支
部

・申請書はＫＢＫのＨＰよりダウンロード可能です
一人でも多く組合員の加入勧誘を！

1 .結婚祝金結婚祝金　１口２万円～５口10万円
2 .第１子誕生祝金第１子誕生祝金　１口２万円～５口10万円
3 .子供誕生祝金子供誕生祝金　第２子より２万円
4 .人間ドック補助金人間ドック補助金 １万円（１万円未満は実費･40歳
以上の方･４月から翌年３月までの年１回）

5 .入院療養見舞金入院療養見舞金 ２万円（継続５～29日以下入院）、
５万円（継続30日以上入院）・４月から翌年３月ま
での年１回

全美連独自の共済制度による保障

 特別給付金制度 
6 .銀婚祝金銀婚祝金 ２万円（入籍後25年）
7 .金婚祝金金婚祝金 ５万円（入籍後50年）
8 .還暦祝金還暦祝金 １万円（満60歳）
9 .古希祝金古希祝金 １万円（満70歳）
10.配偶者死亡弔慰金配偶者死亡弔慰金 ３万円（加入後１年を経過しなくても給付）
11.子供死亡弔慰金子供死亡弔慰金 ３万円(14歳７ヶ月未満の被扶養者)
12.長寿祝金長寿祝金 10万円（80歳６ヶ月を超えて脱退した方
および自動脱退になった方）

・共済加入１年後から上記の事由が生じたときに請求できます。
・請求権は、事由が生じた日から１年間です。

加入申し込みはKBK事務局045－261－0131へ

川崎市美容連絡協議会の皆さん
前回のチャリティーカットの様子

講師と講習会参加者 講師の解説を熱心に聞く受講生

　

県
講
師
会
（
ア
ズ
ア
ズ　

村
川
哲
也
会
長
）
で
は
４
月

17
日
Ｋ
Ｂ
Ｋ
研
修
室
に
て
、

小
林
講
師
に
よ
る
『
時
代
が

変
化
す
る
今
、
理
論
も
変
化

す
る
』
を
テ
ー
マ
に
カ
ッ
ト

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
シ
ェ
イ
プ
の
仕
方
か

　

秦
野
支
部
で
は
５
月
20
日

（
火
）
全
日
本
講
師
会
着
付

け
最
高
師
範
で
あ
り
日
本
着

付
け
学
術
会
員
の
山
本
明
美

先
生
を
お
迎
え
し
て
中
信
用

金
庫
（
な
か
し
ん
ホ
ー
ル
）

で
約
20
名
の
方
に
参
加
し
て

だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

多
摩
支
部　

矢
花
敬

ら
ス
ラ
イ
ス
の
取
り
方
等
基

本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
細
部
に

渡
り
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い

解
説
で
し
た
。
時
代
と
共
に

カ
ッ
ト
手
法
の
変
化
、
お
客

様
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方

も
含
め
、
あ
っ
と
い
う
間
の

時
間
で
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の

先
生
が
多
く
い
ら
し
て
い
ま

し
た
が
、『
い
く
つ
に
な
っ

て
も
勉
強
‼
』
と
の
お
言
葉

も
頂
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
６
月
19
日
は
清
宮

美
乃
講
師
に
よ
る
【
夏
・
着

物
か
ら
浴
衣
ま
で
ま
と
め

髪
】
を
テ
ー
マ
に
開
催
致
し

ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。講

師
会　

髙
橋
勉

い
た
だ
き
着
付
け
講
習
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
テ
ー
マ
は
、

営
業
に
役
立
つ
実
践
テ
ク
ニ

ッ
ク
と
し
て
、
タ
オ
ル
補
正

の
や
り
方
、
帯
折
り
を
講
師

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
〝
一

緒
に
実
際
に
や
っ
て
み
よ

う
〞
と
い
う
内
容
で
、
先
生

の
手
元
が
近
く
で
見
ら
れ
て

よ
か
っ
た
と
高
評
価
で
し
た
。

　

次
の
人
間
モ
デ
ル
で
の
着

付
け
の
展
示
・
解
説
も
と
て

も
分
か
り
や
す
く
て
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
、

「
ま
た
是
非
開
催
し
て
ほ
し

い
わ
〜
」と
大
好
評
を
頂
き
、

内
容
の
濃
い
講
習
会
で
し
た
。

秦
野
教
育
部
長　

泉
川
真
美

カ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

定例総会・懇親会を開催

着
付
講
習
会
開
催


